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(論文審査の要旨)  
 学士（美学），修士（美学），修士（工学）の高倉 優理子君が提出した学位請求論文は，「A Visual 
Analysis Methodology for Music Compositional Processes with Sound Resynthesis（音響分析・合成を伴













第 2 章では，本研究が音楽学研究，音楽可視化，および出自可視化という 3 領域に跨がる性格
を述べたうえで，各々の領域における関連研究についてまとめ，各領域の従来研究と比較した本研
究の新規性を明らかにしている． 







するデータを取得し，創作過程研究の目的および Shneiderman の提唱した TTT（Type-by-Task 
Taxonomy）に基づいて設計された画素指向空間基盤上の専用対話操作群によって作曲の過程を視
覚的に分析することを可能にしている． 
第 5 章では，その Spectrail の評価実験として，フランス国立音響音楽研究所（IRCAM）で研
修を受けた 4 人の作曲家から提供された作品の創作過程を同システムによって視覚解析し，さら
に作曲家へのインタビューを行った結果が示されている．本評価実験によって，Spectrail が紙資
料のスケッチを用いることなく創作過程を視覚解析することを可能としたことが実証され，作曲家
および研究者のいずれの立場においても提案手法の有用性が示されている． 
第 6 章では，本研究を総括したうえで，実際の作曲を扱う際の課題をふまえた本研究の今後の
可能性に言及している． 
以上要するに，提案した視覚解析とスケッチ研究を組み合わせる方法論がコンピュータを用いて
作曲された作品における創作過程を包括的に分析できるという点において工学的に寄与するとこ
ろが少なくない． 
よって，本論文の著者は博士(工学)の学位を受ける資格があるものと認める． 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員全員で試問を行
い，当該学術に関し広く深い学識を有することを確認した． 
また，語学(英語)についても十分な学力を有することを確認した． 
 
